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と き 令和 6年 7月 31 日（水）午後 7時～8時 30 分 
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（１）上越市第 2次健康増進計画に基づく保健活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和 6年度の保健活動の取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 閉  会 

 



上越市第２次健康増進計画に基づく保健活動  

 

 

 妊娠（胎児）期 乳幼児期 学童・思春期 成人期・高齢期 

ラ
イ
フ
コ
ー
ス 

大人の生活習慣が子どもの生活習慣を作る 
自分で生活習慣を 

選択する力をつける 
自分で生活習慣を選択し、実行する 

 

医療保険加入状況 

協会けんぽ・健保組合・共済組合 約 116,100 人（全市民の 64％） 
 

国民健康保険 約 31,800 人（全市民の 17.5％） 後期高齢者医療保険 

約 34,200 人（全市民の 18.5％）  

 

妊娠期から心身の健康づくりを進め、子どもの健やかな発育とよりよい生活習慣を形成することが、成人期・高齢期における生活習慣病の発症・重症化予防等、生涯を通じた健康づくりの基礎となります。生涯を経時的に捉えた健康づくり（ラ

イフコースアプローチ）により、切れ目なく支援していくことが重要です。 

現
状
と
課
題 

次世代を担う子どもの健康づくり 生活習慣病の発症・重症化予防 健康障害 

   

   

重
点 

取
組 

 

今
年
度
の
取
組 

【すくすく赤ちゃんセミナー】 

【乳幼児健康診査】 

新すべての乳幼児集団健康診査に栄養士が出務 

【小中学生血液検査事業】 

・血液検査事後指導に保健師・栄養士が出務 

【保育園・小・中・高校での健康教育講座】 

【むし歯予防講座】 

【健康 DX事業】 

新上越市健康ＤＸ事業アプリにおける健診結果の可視化と

ウォーキング等の健康管理 

【他保険者等との連携】 

 ・協会けんぽ等と協定締結し予防事業実施 

【企業に対する健康講座】 

【健康づくりポイント事業】 

 

【市民・特定・後期健康診査・がん検診】 

充健診結果に基づく保健指導の充実のため、訪問による保健指導を優先して実施 

・各種健（検）診受診勧奨 

・市の健康課題から保健指導対象者を明確にし、個別保健指導実施 

【地区健康講座】 

【食環境整備】 

 ・各関係機関と市の健康課題や食生活の実態を共有し、減塩食品の活用や緑黄色野菜の摂取の

推進等の食環境整備への協力依頼。 

上越市第 7次総合計画 

「いつまでも元気で暮らせる健康づくり」の実現

を目指して 

 ◆上越市第２次健康増進計画の基本方針◆ 

『健康寿命の延伸』と『健康格差の縮小』 

 ◆重点施策◆  

  生涯を通じた生活習慣病の発症予防、重症化予防 

※R6.3.31現在 

住基人口 

181,512人 

（妊婦を除く） 

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
で
き
る
自
立
し
た

生
活
を
目
指
し
て 

生涯を通じた生活習慣病予防・介護予防の推進 

75 歳以上 3４,200 人 小中高校生 17,100 人 18～39 歳 35,600 人 妊婦 （920 人） 乳幼児 7,800 人 40～64 歳 59,400 人 65～74 歳 27,500 人 

１． 肥満予防 

各世代を通じて、肥満が課題となっており、生活習慣病

の発症予防のため各世代において肥満対策を実施。 

３．高血圧予防 

肥満や高血圧、糖尿病から脳血管疾患の発症を予防するため、健診結果に合わせた生活

を選択、実行するための支援を実施。 

２．働き盛り世代の健康づくり 

生涯を通じた健康づくりを推進していくため保育園、学校、企業、民

間団体等と連携を行う。 

【死亡】死因順位（R4） 

順位 死因 人数 割合 

1 がん 706 25.6 

2 心疾患 401 14.5 

3 老衰 287 10.4 

4 脳血管疾患 241 8.7 

 

人口は減少が続いて

いる。15歳未満と

15-64 歳の人口の減

少。65 歳以上の人

口は増加している。 

子どもの肥満の増加 

3 歳児（肥満度 15％以上） の増加 

年度 H30 R4 R5 

割合 4.9 5.4 6.0 
 

小学 5 年生（肥満度 20％以上） の増加 

年度 H30 R4 R5 

男 10.1 16.3 13.3 

女 10.2 10.1 11.1 
 

中学 2 年生（肥満度 20％以上） の増加 

年度 H30 R4 R5 

男 8.8 12.8 15.5 

女 7.4 7.9 9.3 

 

学童期の血液検査有所見率 
LDL コレステロール 110 以上の

割合が約２割 
 

小学 5 年生有所見率 

年度 H30 R4 R5 

割合 24.5 29.8 24.1 
 

中学 2 年生有所見率 

年度 H30 R4 R5 

割合 19.5 21.4 20.0 

 

特定健診受診率の向上 

年度 H30 R4 R5（暫定値） 

割合 53.1 49.4 53.7 

 
【健診】特定健診有所見率の増加 

メタボリックシンドローム該当者及び予備軍の増加 

年度 H30 R4 R5 

割合 23.8 24.1 24.2 
 

Ⅱ度高血圧（160/100）以上は減少。 

年度 H30 R4 R5 

Ⅱ度高血圧以上の人 6.6 5.0 5.4 

 うち未治療者 52.7 55.3 59.7 
 

糖尿病（HbA1c8.0 以上）は減少 

年度 H30 R4 R5 

割合 1.0 0.6 0.6  

 

【医療】国保加入者（74 歳以下）の状況 

総医療費に占める予防可能な疾患の割合 

年度 H30 R4 R5 R5 同規模 

脳血管疾患 2.68 2.27 2.05 2.08 

虚血性心疾患 1.1 0.73 0.80 1.31 
慢性腎不全 

（透析あり） 
3.02 3.27 3.47 4.74 

 

〇子どもの肥満の割合が増加傾向 

〇小・中学生血液検査の有所見者の割合も変動はあるが増加傾向 

〇成人期の肥満の増加 

〇Ⅱ度以上高血圧者の

割合は減少傾向だが、

約半数が未治療または

治療中断である。 

〇総医療費に占める脳血

管疾患の割合は減少して

おり、同規模市とは同等

の状態である。 

〇要介護認定者のうち脳

血管疾患を有している人

が約半数を占めている。 

【介護】第１号被保険者（65 歳以上） 

要介護認定者は横ばいだが、県と比較して高い。 

年度 H30 R4 R4 県 

要介護認定率 20.5 20.0 19.1 

 要介護 3-5 6.8 6.9 6.7 

 脳血管疾患あり 52.6 51.5  

 

１ 

２ 

３ 

４ 
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これまでの高血圧対策の取組について 
 

１ 上越市の健康課題 

・要介護認定率は減少傾向であるが、国や県と比較して高い状況である。 

・当市は、拡張期血圧の有所見率が国と比較し２倍程度高く、地域別にみると頸北地区（柿崎・大潟・

頸城・吉川区）が特に高い傾向にあり、脳血管疾患等の重症化する要因となっている。 

 

２ 実施目標 

・頸北地区のⅡ度高血圧以上者の改善と、生活習慣病予防・介護予防につなげる。 

・高血圧の未治療者や治療中断者を医療につなげる。 

 ・関係機関や市民と健康課題を共有し、高血圧改善に向けた意識の醸成を図る。 

 

３ 実施時期 

令和 3年度から令和 5年度まで 3年間モデル的に実施。 

 

４ モデル地区 

・高血圧有所見者が多い頸北地区である柿崎・大潟・頸城・吉川区をモデル地区とし、取組の強化を

図る。 

 

５ 実施内容 

 実施項目 

１ Ⅱ度高血圧以上者への重点的な保健指導の実施 

２ 医療機関や薬局、地域包括支援センターなどの関係機関との連携 

３ 尿中塩分測定及び食生活の塩分に関するアンケート結果を活用した実態把握と保健指導 

４ 血圧管理や減塩などの高血圧予防や脳卒中予防をテーマにした健康教育の実施 

５ 
食生活改善推進員や運動普及推進員が地区において血圧改善に向けた啓発活動ができるよう

に研修会を実施 

６ 
JA 等の関係機関等と課題の共有を行い、減塩や緑黄色野菜の摂取の推進など食環境の整備を

実施 

 

資料２ 



高血圧対策の取組結果と今後の方向性について 

 
1 モデル地区での取組と結果 

（1）Ⅱ度高血圧以上者への重点的な取組と医療機関や関係機関との連携 
・Ⅱ度高血圧以上の未受診や治療中断者には、医療機関につなぐため、家庭血圧測定を 

勧め、血圧値と脳心血管病のリスクや高血圧治療の必要性について保健指導を実施し

た。【表 1】 
 
【表 1】＜特定健診でⅡ度高血圧以上者への保健指導の実施率＞ 

 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

市全体 82.8% 81.7% 82.3% 83.8% 85.4% 

頸北地区 83.0% 84.7% 83.2% 93.1% 86.9% 

・治療の有無にかかわらず、自分の血圧値やコントロール状況の判断ができるよう、正 

しい家庭血圧の測定の方法を確認し、必要な人には家庭血圧測定の継続やかかりつけ

医への相談を勧めた。 

・頸北地区の医療機関や地域包括支援センター、薬局等に対し、市や地区の健康実態や 

課題、高血圧改善のための取組内容等について報告し、連携について依頼した。 

 
（2）尿中塩分測定及びアンケートを活用した実態把握と保健指導 

・頸北地区で実施する集団健診時に尿中塩分測定を実施し、高血圧と関係する塩分摂取

の実態について把握した。 

・尿中塩分測定結果から 1 日の塩分摂取量が平均 9.3～9.4ｇと約 9 割の人が塩分とり過

ぎの傾向にあり、男性の塩分摂取量がより多い実態が分かった。【図 1】 

・Ⅱ度高血圧以上や肥満の人はそうではない人と比べて塩分摂取量が多いことも分かっ

た。【表 2】 
 

【図 1】＜令和 5年度 1 日塩分摂取量の分布＞ 

 
 

【表 2】＜塩分摂取量と健診結果の関係＞ 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

尿中塩分測定の実施者数 2,145 人 2,643 人 2,905 人 

Ⅱ度高血圧以上／正常血圧 10.0g／8.8g 9.8g／9.0g 9.9g／9.0g 

BMI25 以上／BMI25 未満 10.1g／9.1g 10.1g／9.1g 10.0g／9.1g 

 

 ・尿中塩分検査結果と健診結果を一緒に生活を振り返ることができるよう、個人の状況に

合わせて保健指導を実施した。 

 

 

 

 

・みそ汁や漬物等を多く食べる人の割合が減っており、保健指導の場面でも減塩を実践

している声が聞かれ、尿中塩分測定が減塩の動機づけとなった人もいた。【表 3】 
 
【表 3】＜食生活の塩分に関するアンケート結果（一部抜粋）＞ 

 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

みそ汁、スープ等を 1 日 2杯以上食べる 36.5% 32.4% 31.7% 

漬物、梅干し等を 1日 2回以上食べる 28.4% 19.5% 21.4% 

魚の開き、みりん干し等をよく食べる 12.9% 15.3% 11.5% 

しょうゆやソースなどをよくかける（毎日） 12.8% 13.4% 11.0% 

・尿中塩分測定結果を活用し、地区の健康講座等で高血圧予防の啓発に取り組んだ。 

    

（3）子どもへの取組 
・生涯を通じた高血圧対策のため、頸北地区の 3 歳児健診で尿中塩分の簡易検査を実施

した。その結果、約 8割の子どもが適正量（3.5g）より塩分摂取量が多い実態があり、

子どもの頃からの味覚形成や減塩の啓発が重要であることが分かった。【表 4】 

・結果を返す際に 3 歳児の腎臓の大きさ、働き、塩分目安量を伝え、保護者に塩分の適 

正摂取について働きかけを行った。 
 
【表 4】＜3歳児健診での尿中塩分の簡易検査結果＞ 

 検査実施者数 適正 多い（4g 以上） 備考 

令和 4年度 34 人 9 人 （26%） 25 人 （74%） 12 月～3 月に実施 

令和 5年度 60 人 12 人 （20%） 48 人 （80%） 5 月～12 月に実施 

 
2 市全体での取組と結果 
○食生活改善推進員、運動普及推進員の研修会で尿中塩分検査の実施や高血圧予防に重点

を置いた内容で健康実態や課題を共有し、高血圧の改善に向けて、市の委託事業や地区

の活動で減塩やバランス食、適正体重の維持等の啓発を実施した。 

○健康づくり推進活動チーム研修会で町内会長や健康づくりリーダー等と市や頸北地区の

健康課題に高血圧があることを共有したことで、町内会等から高血圧や脳卒中の予防を

テーマにした健康講座の依頼につながった。 

○JA、スーパー、食堂、弁当組合等と市の健康課題や塩分摂取量等の食生活の実態を共有 

し、減塩食品の活用や緑黄色野菜摂取の推進等、食環境整備への協力を依頼した。その他 

市農業施設の正善寺工房の関係者へも同様に市の健康課題や塩分摂取量等の実態を伝え、 

協力の働きかけを行った。地元スーパーの一部では日本高血圧学会認証の減塩商品の販 

売、市役所食堂では期間限定の減塩メニューの販売につながった。 
 

3 今後の取組 
〇脳血管疾患発症リスクが高いⅡ度高血圧以上者の減少のため、個別の健診結果や生活状

況に合わせた保健指導を行う。特に、未治療者や治療中断者については、家庭血圧測定や

治療の必要性について保健指導を行い、受診後も必要に応じて継続的な保健指導を実施

する。 

〇新たにⅡ度高血圧以上になる人や、血圧以外のリスクも合わせ持つ人を増やさないため、

味覚形成期からの減塩や肥満予防、働き盛り世代への啓発等、生涯を通じた高血圧対策

を実施する。 

 〇地域全体が高血圧改善に向けて取り組む一つのきっかけとなるよう、今後も食に関する

団体等に対し減塩食品の活用や緑黄色野菜摂取の推進等について協力を依頼していく。 
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塩分摂取量の目標量 

男性：7.5g 未満 

女性：6.5g 未満 

高血圧の人：6g 未満 

約 9割の人が塩分とり過ぎの傾向にある 
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